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ω宮
0

・d
r包
囲
白
河
司
】
白
巴
O
白
田

g
子

市

ω
2
3丹市
g
p
n
o
aロミ

係
に
、
氏
自
ら
適
確
な
謬
を
作
っ
て
そ
れ
を
引
用
し
て
い
る
。
第
二
に
、
こ
の

時
代
の
歴
史
的
に
重
要
な
問
題
は
す
べ
て
正
面
か
ら
取
上
げ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
ホ
シ
ョ
ト
部
長
グ
シ
ハ
ン
の
青
海
進
出
、
そ
の
チ
ベ
ッ
ト
征
服
、
ダ
ラ
イ

ω
2
5
0
ユ
g
s
r
m
o
g
m
何回
J

政
権
の
成
立
、
三
藩
の
飢
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
政
府
の
動
向
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の

Z
E
S
H
E
-
2
0
官
三
-
玄
E
F
D
a
開
制
マ
ガ
ル
ダ
ン
の
活
動
な
ど
、
す
べ
て
漢
議
の
諸
史
料
を
よ
く
利
用
し
、
こ
れ
ら
の

お
ヨ
0

0
ユ
g
F
M
g
S
F
S
8・
2印

3
・
人
物
、
事
件
の
相
互
の
関
係
を
正
確
に
ト
レ
ー
ス
し
て
い
る
。
特
に
漢
臓
の
史

さ
き
に
私
は
、
楊
氏
の
誇
註
に
か
か
る
チ
ベ
ッ
ト
文
献
「
青
海
史
」
を
本
誌
料
の
係
年
は
す
べ
て
西
暦
の
年
月
日
を
記
す
こ
と
に
よ
っ
て
精
密
に
照
合
さ
れ

に
紹
介
し
た
際
に
、
明
清
鼎
革
の
折
に
西
北
漫
境
に
大
き
な
愛
動
が
あ
司
た
て
い
る
。
第
三
に
、
以
上
の
よ
う
に
細
い
黙
の
み
で
な
く
、
こ
の
期
の
政
治
的

が
、
そ
の
歴
史
的
研
究
は
甚
だ
困
難
に
満
ち
て
お
り
、
充
分
な
成
果
は
あ
が
っ
諸
費
動
が
漢
議
開
保
へ
如
何
に
影
響
し
た
か
を

E
視
的
に
捉
え
、
清
朝
の
勢
力

て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
た
〈
本
誌
第
二
九
巻
一
披
一
一
四
頁
)
。
即
ち
こ
の
時
が
漸
次
着
貨
に
西
北
地
帯
へ
嫌
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
明
か
に
し
た
こ
と
で
あ

期
|
|
十
七
世
紀
に
お
け
る
西
北
溢
境
情
勢
の
究
明
に
は
漢
・
浦
・
蒙
・
磁
の
る
。
本
来
、
蒙
古
l
l
B特
に
ハ
ル
ハ
|
|
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
、
青
海
、
チ
ベ
ッ
ト

諸
史
料
に
通
暁
し
て
こ
れ
を
利
用
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
こ
と
が
大
き
な
負
婚
な
ど
の
乾
燥
地
帯
は
最
初
は
清
朝
と
は
大
し
た
関
係
な
し
に
存
在
し
た
の
で
あ

と
な
っ
て
陸
路
を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
に
紹
り
、
寧
ろ
西
北
地
帯
は
西
北
地
帯
で
一
つ
の
宗
激
的
、
文
化
的
ま
と
ま
り
を
持

介
す
る
ア
l
マ
ッ
ド
氏
の
著
書
は
こ
の
よ
う
な
負
婚
を
跳
ね
の
け
、
主
と
し
て
ち
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
に
清
朝
は
巧
に
個
々
の
政
治
療
動
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
ゆ

漢
臓
の
文
献
に
よ
っ
て
で
は
あ
る
が
、
こ
の
時
代
の
研
究
の
ブ
ラ
ン
ク
を
ほ
ぼ
き
、
全
種
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
政
治
的
な
嬰
化
の

完
全
に
埋
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
次
に
本
書
の
特
徴
を
述
べ
よ
う
。
歴
史
を
貨
に
よ
く
氏
は
把
撞
し
て
い
る
。

第
一
は
中
園
、
チ
ベ
ッ
ト
の
公
の
記
録

can-包
含

2
5
3
Z
に
よ
っ
て
、
以
下
に
章
を
追
う
て
そ
の
内
容
を
紹
介
し
、
私
な
り
の
感
想
を
記
し
て
ゆ
こ

そ
れ
ら
が
詳
細
に
封
昭
一
吟
味
さ
れ
、
事
貨
の
決
定
が
遁
確
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
う
。

と
で
あ
る
。
公
の
記
録
と
い
う
の
は
、
中
園
側
で
は
清
朝
の
太
宗
、
世
祖
、
聖
第
一
章
「
史
料
」
は
、
中
園
、
チ
ベ
ッ
ト
な
ど
の
史
料
と
な
る
文
献
の
解
題

租
の
諸
貫
録
、
チ
ベ
ッ
ト
側
で
は
第
三
、
四
、
五
、
六
の
歴
代
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
で
あ
る
が
、
中
園
側
で
は
、
資
治
通
鑑
網
目
、
聖
武
記
、
東
華
録
、
清
史
稿
、

偉
記
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
貨
に
よ
く
丹
念
に
調
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
公
の
記
清
朝
貫
録
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
チ
ベ
ッ
ト
側
で
は
、
第
三
、
四
、
五
、
六
各
代

録
の
み
に
よ
っ
た
」
と
は
ア
l

マ
ッ
ド
氏
自
ら
の
言
葉
で
あ
る
が
、
勿
論
そ
の
の
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
簿
記
、
初
代
パ
ン
チ
ェ
ン
ラ
マ
の
侮
記
、
第
五
代
ダ
ラ
イ
の

他
の
個
人
の
著
作
も
縦
横
に
穎
便
さ
れ
て
い
て
、
相
省
細
か
い
史
貨
に
つ
い
て
例
数
史
、
ヴ
ァ
イ
ド
リ
ア
セ
ル
ボ
、
パ
ク
サ
ム
ジ
ョ
ン
サ
ン
、
青
海
史
、
蒙
古

研
究
が
行
き
と
ど
い
て
い
る
。
例
え
ば
ス
ン
バ
ケ
ン
ボ
の
青
海
史
な
ど
は
こ
の
俳
教
申
凡
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
で
、
第
五
代
の
侮
記
が
如
何
な
る

期
の
研
究
に
依
く
べ
か
ら
ざ
る
重
要
文
献
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
楊
氏
と
は
無
関
過
程
で
作
ら
れ
た
の
か
を
述
べ
て
い
る
貼
は
従
来
全
く
知
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

N
-
E
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E
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P
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で
興
味
津
々
た
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
ヴ
ア
イ
ド
リ
ア
セ
ル
ポ
の
紹
介
も
頗
る

有
用
の
文
字
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
章
「
土
地
と
住
民
」
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
と
そ
れ
に
関
聯
す
る
地
域
、
住

民
の
歴
史
地
理
的
説
明
が
あ
る
。
即
ち
十
七
世
紀
初
期
の
チ
ベ
ッ
ト
の
地
域
医

分
、
ま
た
そ
の
中
園
と
の
境
界
は
、
東
南
で
は
麗
江
、
東
方
で
は
打
箭
焼
、
大

金
川
、
松
溶
で
あ
り
、
青
海
地
方
は
ア
ル
タ
ン
ハ
ン
以
来
モ
ン
ゴ
ル
族
の
住
地

と
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
は
ダ
ラ
イ
に
忠
誠
を
誓
っ
て
い
た
か
ら
、
清

の
軍
隊
が
一
六
四
五
年
に
商
寧
に
入
っ
て
か
ら
も
、
そ
の
力
は
弱
い
も
の
が
あ

り
、
そ
れ
を
十
の
寅
例
を
あ
げ
て
明
か
に
す
る
。
た
だ
モ
ン
ゴ
ル
地
域
に
闘
し

て
ハ
ル
ハ
、
チ
ヤ
ハ
ル
、
ウ
リ
ヤ

γ
ハ
イ
が
右
奨
で
、
オ
ル
ド
ス
、
ト
メ
ツ

ト
、
ユ
ン
シ
エ
プ
ヮ
が
左
翼
と
い
う
の
は
(
七
三
頁
〉
左
右
が
逆
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
か
。
ま
た
西
モ
シ
ゴ
ル
の
ラ
マ
教
入
信
は
十
六
世
紀
末
、
十
七
世
紀
初

頭
と
す
る
が
(
七
九
頁
〉
、
そ
の
根
擦
は
ダ
ラ
イ
傍
数
史
の
記
事
で
、
そ
れ
に

よ
り
更
に
一
五
九
四
|
二
ハ

O
六
年
と
限
定
さ
れ
る
。
し
か
し
ダ
ラ
イ
傍
数
史

の
記
事
は
少
し
く
唆
味
で
あ
り
〈
九
九
頁
)
、
や
は
り
こ
れ
は
若
松
氏
が
決
定

し
た
ア
ル
ト
ゥ
ン
ハ
ン
時
代
か
ら
二
ハ
一
六
年
ま
で
と
い
う
考
え
の
方
が
安
定

感
が
あ
る
ハ
若
松
寛
「
カ
ル
ム
ッ
タ
に
お
け
る
ラ
マ
数
受
容
の
歴
史
的
側
面
」

本
誌
第
二
五
巻
一
一
続
三

な
お
ア
氏
は
こ
こ
で
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
東
西
モ
ン
ゴ
ル
ハ
ン
た
ち
と
の
関
係
に

つ
い
て
重
要
な
見
方
を
提
示
す
る
。
即
ち
爾
者
は
、

ω
崇
敬
の
封
象
。
Z
巾

2
0同
唱

oar-唱
と
し
て
の
ダ
ラ
イ
と
崇
敬
者

当
O
同
国

Z
宅
向
と
し
て
の
ハ

γ
、

ω
後
援
の
封
象

o
r
y
a
o同
国
語
可

S
E
Eロ
と
し
て
の
ダ
ラ
イ
と
後

援
者
同
v
g
g
p
と
し
て
の
ハ

γ
、

仙

w

数
敵
か
ら
の
保
護
の
劉
象

O
Z伺
2

0岡
田

Mgsaon
と
し
て
の
ダ

ラ
イ
と
保
護
者

P
2
2
g
H
と
し
て
の
ハ
ン
、

の
関
係
に
あ
る
と
い
う
見
方
で
、
嘗
然
崇
敬
の
劉
象
と
し
て
の
ダ
ラ
イ
は
崇

敬
者
よ
り
は
優
越
し
た
地
位
を
も
っ
(
七
九
頁
〉
。
こ
の
関
係
に
お
け
る
ハ
ン

の
地
位
に
は
後
に
は
清
朝
皇
帝
が
入
り
込
み
、
漸
次
そ
の
強
大
な
政
治
力
を
以

て
ハ
ン
た
ち
を
支
配
し
、
更
に
ダ
ラ
イ
を
も
拘
制
し
て
ゆ
く
と
い
う
の
で
あ

る
。
こ
の
考
え
方
は
極
め
て
示
唆
的
で
あ
り
、
優
れ
た
歴
史
的
理
解
の
方
法
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
尤
も
既
に
鈴
木
氏
は
清
帯
と
ゲ
ル
グ
パ
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
そ
れ
は
信
、
寺
院
と
施
主
と
の
関
係
で
、
法
と
財
と
を
輿
え
あ
う
関

係
で
も
あ
り
、
少
く
と
も
爾
者
の
初
期
の
間
柄
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

と
見
て
い
る
(
鈴
木
中
正
「
チ
ベ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
中
印
関
係
史
」
、
東
京
、
昭

和
三
七
年
、
三
二
頁
〉
。
ァ
氏
の
見
解
は
そ
れ
を
一
一
層
庚
い
ス
ケ
ー
ル
で
明
確

に
詮
明
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
三
掌
「
チ
ベ
ッ
ト
の
再
生
」
で
は
、
十
六
世
紀
後
半
に
チ
ベ
ッ
ト
に
お
い

て
パ
グ
モ
ド
ワ
バ
が
衰
類
し
、
そ
れ
に
代
っ
て
ゲ
ル
グ
バ
が
そ
の
勢
力
を
確
立

し
て
ゆ
く
、
そ
の
議
兆
と
し
て
、
第
三
代
ダ
ラ
イ
と
ア
ル
タ
ン
ハ
ン
の
曾
見
並

に
そ
の
意
味
を
検
討
す
る
。
ダ
ラ
イ
は
二
人
の
曾
見
を
バ
ス
パ
と
フ
ピ
ラ
イ
と

の
出
舎
に
擬
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
尤
も
ら
し
い
説
明
の
裏
に
は
、
や
は
り
前

章
で
設
い
た
崇
敬
の
針
象
窓
口
宮
島
問
ロ

g
と
崇
敬
者
〈
施
主
〉
ペ

S

E曲
聞

の
関
係
が
あ
り
、
そ
の
関
係
を
東
方
の
強
力
な
支
配
者
と
の
聞
に
確
立
し
た
い

の
が
ダ
ラ
イ
の
本
心
で
あ
っ
た
と
す
る
。
績
い
て
チ
ベ
ッ
ト
の
内
鋭
を
述
べ
る

が
、
所
謂
シ
ン
シ
ャ
パ
の
カ
ル
マ
プ
ン
ツ
ォ
グ
ナ
ム
ギ
Z

ル
、
カ
ル
マ
テ
ン
キ

ヨ
ン
ワ
γ
ポ
父
子
の
二
ハ
一

O
年
の
ウ
イ
侵
入
、
パ
グ
モ
ド
ヮ
パ
の
一
一
層
の
弱

陸
化
、
二
ハ
一
八
年
の
シ
シ
シ
ャ
パ
の
ゲ
ル
グ
パ
へ
の
盤
迫
、
一
六
二

O
年
の

シ
ン
シ
ャ
パ
と
モ
シ
ゴ
ル
と
の
衝
突
、
一
六
二
六
年
に
お
け
る
ト
パ
タ
イ
ジ
ハ
オ

ル
ド
ス
ハ
ン
の
ボ
シ
ヨ
タ
ト
ジ
ノ
ン
の
子
〉
と
第
五
代
ダ
ラ
イ
と
の
聞
の
チ
ョ

-123-
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エ
ネ
!
と
ヨ
ン
ダ
の
関
係
の
定
立
な
ど
が
語
ら
れ
、
最
後
に
グ
シ
ハ
ン
の
登
載
に
、
第
五
代
ダ
ラ
イ
俸
の
記
事
を
重
ね
合
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
見
事
に
パ
グ

場
、
ダ
ラ
イ
政
権
の
成
立
と
な
る
。
こ
の
聞
の
絞
述
は
用
意
周
到
を
極
め
、
チ
モ
ド
ワ
パ
の
最
後
の
デ
シ
が
一
六
四
二
年
頃
に
ゲ
ル
ク
パ
に
改
宗
さ
せ
ら
れ
た

ベ
ッ
ト
側
の
利
用
す
べ
き
史
料
は
す
べ
て
完
全
に
利
用
さ
れ
て
、
こ
の
章
は
本
こ
と
を
明
か
に
し
た
(
一
八
八
頁
以
下
)
。

書
中
の
白
眉
を
な
し
て
い
る
。
ダ
ラ
イ
の
政
権
獲
得
と
と
も
に
蛍
然
論
じ
ら
れ
第
五
章
「
呉
三
桂
三
〉
」
は
、
三
藩
の
飢
直
前
の
現
地
に
起
っ
た
清
蔵
闘

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
、
バ
グ
モ
ド
ゥ
パ
の
終
末
(
一
三
七
頁
〉
、
ポ
タ
係
の
主
な
も
の
三
件
を
述
べ
る
が
、
一
は
一
六
六
二
年
の
青
海
の
メ
ル
ゲ
ン
族

ラ
宮
の
造
径
三
四
三
頁
〉
、
第
五
代
ダ
ラ
イ
と
清
朝
と
の
接
続
三
五
四
頁
〉
の
出
口
事
件
で
、
こ
の
事
件
の
後
始
末
は
、
清
朝
が
ダ
ラ
イ
の
好
意
に
よ
っ
て

の
問
題
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
史
料
の
適
切
な
扱
い
に
よ
っ
て
明
確
に
述
べ
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
二
は
一
六
五
九
|
七
三
年
聞
に
は
清
厳

れ

て

い

る

。

の

聞

に

規

則

正

し

い

使

節

の

往

来

が

あ

り

、

ホ

シ

ョ

ト

首

長

の

交

代

な

ど

は

よ

な
お
二
ハ
一
二
年
に
お
け
る
シ
ン
シ
ャ
パ
と
モ
ン
ゴ
ル
と
の
キ
ャ
ン
タ
γ
ガ
く
清
廷
に
通
報
さ
れ
、
卒
和
的
関
係
が
保
た
れ
て
い
た
こ
と
、
三
に
雲
南
と
チ

ン
の
戦
闘
に
つ
い
て
は
、
第
五
代
ダ
ラ
イ
摘
師
、
初
代
パ
ン
チ
ェ
ン
俸
を
引
い
て
ベ
ッ
ト
と
の
聞
に
茶
馬
貿
易
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
で
、
ぃ

事
貨
を
確
定
し
、
蒙
古
源
流
の
混
観
し
た
記
事
を
訂
正
し
て
い
る
こ

O
五
ず
れ
も
次
掌
の
臭
三
桂
と
チ
ベ
ッ
ト
と
の
交
渉
の
濠
備
的
知
識
を
提
供
し
て
い

頁
)
。
ま
た
グ
シ
ハ
ン
の
チ
ベ
ッ
ト
王
に
な
っ
た
日
を
、
多
く
の
チ
ベ
ッ
ト
史
る
も
の
で
あ
る
。

料
を
検
討
し
て
壬
午
の
年
三
月
十
五
日
三
六
四
二
年
四
月
一
一
二
日
)
と
す
る
第
六
章
「
呉
三
接
合
一
ど
で
は
三
藩
の
範
そ
の
も
の
は
述
べ
ず
、
こ
の
観

(

一

三

四

頁

)

。

の

際

に

果

三

桂

が

積

極

的

に

第

五

代

タ

ラ

イ

に

働

き

か

け

、

ダ

ラ

イ

も

或

る

程

第
四
章
「
順
治
靭
」
で
は
こ
の
時
代
の
最
大
の
問
題
で
あ
っ
た
第
五
代
ダ
ラ
度
彼
と
関
係
を
保
持
し
た
が
、
清
朝
側
の
張
い
態
度
で
そ
れ
が
制
医
さ
れ
て
ゆ

イ
の
北
京
入
銀
問
題
か
扱
わ
れ
る
。
こ
の
ダ
ラ
イ
の
入
観
は
決
し
て
ス
ム
ー
ズ
く
プ
ロ
セ
ス
を
記
す
。
ダ
ラ
イ
は
康
照
帝
に
、
清
朝
側
に
誠
意
を
霊
す
こ
と
を

に
行
わ
れ
た
も
の
で
な
く
、
清
朝
で
は
内
部
に
種
々
の
困
難
を
抱
え
て
い
た
。
明
言
す
る
が
、
一
帝
は
必
ず
し
も
そ
れ
を
信
じ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
打
箭
越
は

そ
れ
に
つ
い
て
は
我
々
は
、
鈴
木
氏
の
中
園
文
献
を
利
用
し
て
の
詳
し
い
記
述
こ
の
と
き
一
時
的
に
清
兵
が
進
駐
し
、
以
後
中
園
領
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な

を
得
て
い
る
が
(
鈴
木
前
掲
書
一
一
頁
以
下
〉
、
ァ
氏
は
中
園
文
献
の
み
な
ら
っ
た
。

ず
チ
ベ
ッ
ト
文
献
を
も
駆
使
し
て
そ
の
聞
の
複
雑
な
経
総
を
説
明
し
、
こ
の
ダ
第
七
章
「
ガ
ル
タ
ン
ハ
一
〉
ア
ラ
シ
十
ン
エ
ル
l
ト
」
。
こ
こ
で
は
ジ
ュ
ン

ラ
イ
の
東
行
を
政
治
的
な
も
の
で
な
く
、
宣
教
的
な
色
影
の
も
の
と
結
論
す
る
ガ
ル
の
ガ
ル
ダ
ン
の
興
起
と
ア
ラ
シ
ャ
γ
エ
ル
l
ト
の
成
立
が
語
ら
れ
る
が
、

ハ
一
八
三
頁
)
。
績
い
て
パ
グ
モ
ド
ゥ
パ
の
最
後
が
扱
わ
れ
る
が
、
パ
グ
モ
ド
ガ
ル
ダ
ン
が
も
と
も
と
エ
ン
サ
活
俳
句
宮
ロ

g
明
言
己
国
r
z
と
稽
さ
れ
た
ラ

A

ソ
パ
の
持
つ
政
権
|
|
そ
れ
は
既
に
全
く
の
虚
位
と
い
っ
て
も
よ
い
も
の
で
あ
マ
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
で
修
行
し
、
の
も
還
俗
し
た
こ
と
、
ホ
シ
ョ
ト
の
正
系

っ
た

1
1が
、
如
何
な
る
経
過
を
た
ど
っ
て
ダ
ラ
イ
の
手
に
移
っ
た
か
は
従
来
オ
チ
ル
ト
ハ
ン
と
の
抗
争
に
は
第
五
代
ダ
ラ
イ
が
仲
介
に
入
っ
て
い
た
こ
と
な

何
人
も
明
か
に
し
得
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ァ
氏
は
貧
録
中
の
重
要
記
ど
目
新
し
い
記
述
が
多
い
。
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，第
八
章
『
ガ
ル
ダ
ン
ハ
ニ
〉
ハ
ル
こ
-
で
は
、
先
ず
ハ
ル
ハ
と
清
朝
と
の
関

係
を
注
ベ
、
ハ
ル
ハ
一
一
一
ハ
ン
は
最
初
ダ
ラ
イ
に
よ
っ
て
認
設
せ
ら
れ
、
そ
の
信

任
状
を
も
っ
て
清
朝
に
貢
し
て
い
た
と
す
る
。
従
っ
て
ガ
ル
ダ
ン
と
ハ
ル
ハ
の

関
係
も
ダ
ラ
イ
を
中
に
挟
ん
で
お
り
、
ガ
ル
ダ

γ
が
東
侵
し
て
ハ
ル
ハ
の
大
部

分
が
清
朝
に
頼
っ
た
と
き
も
、
清
朝
は
ダ
ラ
イ
の
存
在
を
無
視
で
き
な
か
っ

た
。
清
朝
は
ダ
ラ
イ
を
盛
に
利
用
し
た
の
で
あ
る
が
、
結
局
寅
力
を
も
っ
て
ウ

ラ
ン
プ
ド
ン
に
ガ
ル
ダ
ン
と
決
戦
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
の
事
の
経
過

は
漢
文
献
に
よ
っ
て
我
々
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
紛
争
に
関
聯
し
て
ダ
ラ

イ
が
採
遁
し
た
ガ
ル
ダ
ン
シ

ν
ト
ゥ
ラ
マ
が
ガ
ン
デ
ン
寺
の
第
四
十
四
代
座
主

で
あ
る
こ
と
を
チ
ベ

ッ
ト
史
料
に
よ
っ
て
明
か
に
し
た
〈
二
六
五
頁
)
。
こ
れ

な
ど
は
チ
ベ

ッ
ト
文
献
を
精
査
し
た
ア
氏
に
し
て
初
め
て
な
し
得
る
業
績
で
あ

る。
第
九
章
「
ガ
ル
ダ
ン
(
一
ニ
〉
ウ
ラ
ン
プ
ド
ン
か
ら
ジ
ョ
モ
ド
へ
」
。
こ
こ
で

は
ウ
ラ
ン
ブ
ド
ン
の
大
勝
後
の
蕨
照
帝
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
善
後
策
が
扱
わ

れ
る
。
一
六
九
一
年
に
帝
は
内
外
モ
ン
ゴ
ル
の
諸
侯
を
ド
ロ
ン
ノ
l
ル
に
集
め

て
そ
の
忠
誠
を
誓
わ
せ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ハ
ル
ハ
の
清
朝
へ
の
服
従
は
決

定
的
と
な
っ
た
。
一
六
九
六
年
に
は
ジ
ョ
モ
ド
で
ガ
ル
ダ
ン
と
再
度
の
決
戦
が

行
わ
れ
、
ガ
ル
ダ
ン
は
自
殺
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
っ
た
。
ま
た
直
接
関
係
は
な

い
が
、
一
六
九
三
年
に
は
チ
ベ
ッ
ト
の
デ
パ
、
サ
シ
ギ
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
が
ダ
ラ

イ
の
請
に
よ
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
王
に
封
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

第
十
章
「
ガ
ル
ダ
ン
ハ
四
〉
ガ
ル
ダ
ン
捜
索
」
。
こ
こ
で
は
ガ
ル
ダ
ン
の
退

路
を
す
べ
て
絶
ち
、
そ
の
一
族
を
捕
え
る
こ
と
へ
の
康
照
帝
の
執
念
、
ガ
ル
ダ

ン
の
死
鐙
の
捜
索
、
第
五
代
ダ
ラ
イ
の
喪
を
長
期
間
秘
し
た
サ
ン
ギ
ェ
ギ
ャ
ム

ツ
ォ
へ
の
追
求
、
第
六
代
ダ
ラ
イ
坐
林
の
貧
現
な
ど
が
記
さ
れ
る
。

第
十
一
章
「
品
開
波
」
。
ガ
ル
ダ
ン
問
題
の
後
始
末
と
し
て
康
照
帝
は
ツ
ェ
ワ

ン
ア
ラ
プ
ダ
ン
に
、
ガ
ル
ダ

γ
逃
亡
に
手
を
貸
し
た
イ
ラ
グ
タ
サ
ン
ホ
ト
ク
ト

の
引
渡
し
を
求
め
、
ホ
ト
ク
ト
を
極
刑
に
慮
し
た
。
一
方
青
海
ホ
シ
ョ
ト
の
諸

侯
は
一
閣
と
な
っ
て
一
六
九
八
年
に
北
京
に
入
朝
し
た
。
西
南
方
面
で
は
打
箭

壇
が
全
く
清
朝
支
配
下
で
卒
和
に
な
り
、
清
朝
の
勢
力
は
-
-
ャ
ロ
ン
方
面
ま
で

浸
透
し
た
。

第
十
二
章
「
十
八
世
紀
へ
の
推
移
」
。
こ
こ
で
は
一
七

O
三
年
の
ラ
サ
ン
ハ

ン
の
登
場
、
そ
れ
に
射
す
る
康
回
一
帯
の
ハ
ン
放
の
授
輿
な
ど
に
組
閣
れ
る
。
ア
氏

は
最
後
に
い
う
。

我
々
は
、
蒙
古
に
お
い
て
ダ
ラ
イ
の
政
治
的
権
威
が
消
滅
し
つ
つ
あ
っ

た
こ
と
、
ア
ラ
シ
ャ
ン
エ
ル

1
ト
が
帝
園
の
旗
地
制
度
に
包
括
さ
れ
た
こ

と
、
清
朝
は
青
海
に
確
固
た
る
勢
力
を
築
い
た
こ
と
、
打
箭
燈
は
清
一帝
閣

に
併
合
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
清
朝
の
影
は
ニ
ヤ
ロ
ン
を
透
し
て
チ
ベ
ッ

ト
に
及
ん
だ
と
い
う
一
連
の
事
貨
を
以
て
、
こ
の
十
七
世
紀
を
離
れ
よ

久
ノ
。

以
上
、
本
書
の
内
容
を
、
多
少
私
な
り
の
感
想
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
た
。

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
問
題
の
取
扱
方
、
精
確
な
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
連

績
は
感
嘆
を
禁
じ
得
な
い
。
し
か
し
細
部
の
黙
に
は
問
題
と
な
る
も
の
が
少
く

な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
左
に
記
そ
う
。

(
一
〉
八
四
頁
。
清
太
宗
の
名
を
〉
g
r
S
F
と
す
る
が
、
国

o
a
E
K
の
誤

で
あ
ろ
う
。
一
五
四
頁
も
問
機
。

。
一
〉
八
七
頁
。

ω
工
5
・
祉
を
西
寧
城
と
す
る
が
嘗
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

但
し
祉
は
城
を
寓
し
た
の
で
な
く
て
、
刷
川
神
窓
口
を
託
っ
て
寓
し
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
宋
、
金
、
元
三
代
の
問
、
こ
こ
に
は
西
寧
州
が
置
か
れ
て
い
た

(
西
寧
府
新
志
巻
三
、
一
丁
裏
、
五
了
表
〉
。

会
一
〉
八
八
頁
。
関
roロ
四
位
自
国
OR同

E
Z雪、曲

(
ω
n
r
g
E骨
吋

叩

H
T
O
O
ロ問・
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師一
g
r
a
z
g
H
Z〉
の
関
VOE同
包
同
国
は
観
世
音

E
g
咽

F
1
E
の
説
っ
た
形
う
ご
と
く

F'sgp
で
あ
る
。
こ
れ
と
と
も
に
出
て
く
る
〉
咽
罫
自
由
ヨ
闘

で
あ
ろ
う
。
勿
論
ア
氏
の
設
明
す
る
ご
と
く

ω
M
q
g
g師
同
島
町
田
そ
の
も
の
は
〉
手
S
F
B
g
r
g
で
、
侍
郎
を
意
味
す
る
が
、
こ
の
場
合
特
定
の
個
人
を

で

あ

る

。

蛍

て

る

こ

と

は

で

き

な

か

っ

た

。

〈
四
〉
同
頁
。
「
一
五
七
八
年
に
〈
第
三
代
ダ
ラ
イ
〉
ソ
ナ
ム
ギ
ャ
ム
ツ
定
(
一
二
)
一
八
六
頁
。
第
五
代
ダ
ラ
イ
俸
に
よ
り
、
-
六
五
四
年
正
月
に
、

が
蒙
古
に
現
れ
、
ア
ル
タ
ン
ハ
ン
と
禽
っ
た
」
と
あ
る
が
、
蒙
古
で
は
な
く
て
ダ
ラ
イ
が
チ
ャ
ン
ロ
チ
ェ
ン
の
カ
ブ
チ
ュ
バ
を
滑
廷
に
迭
り
、
そ
れ
が
世
組
寅

青
海
で
あ
る
。
蒙
古
源
流
、
第
三
代
ダ
ラ
イ
俸
と
も
に
チ
て
フ
チ
ヤ
ル
の
与
・
録
順
治
十
一
年
六
月
戊
寅
の
、
「
厄
魯
特
部
落
諾
門
汗
」
の
表
謝
に
相
態
ず
る

町
一
苫
『
で
禽
っ
た
こ
と
を
い
う
が
、
こ
の
地
は
青
海
ハ
湖
)
の
東
南
漫
で
、
中
も
の
と
す
る
が
、
こ
れ
は
別
人
で
あ
ろ
う
。
ダ
ラ
イ
が
こ
の
よ
う
な
名
で
、
滑

園
の
地
圃
で
は
恰
不
恰
と
書
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
同
様
に
一
五
二
頁
に
、
「
一
廷
で
呼
ば
れ
た
こ
と
は
な
い
。
多
分
こ
の
ラ
マ
は
青
海
に
坐
林
す
る
チ
ャ
ガ
ン

五
七
八
年
ダ
ラ
イ
が
オ
ル
ド
ス
に
い
た
と
き
高
暦
帯
の
招
待
を
受
け
た
」
と
あ
ノ
ム
ン
ハ
ン
活
併
の
4
E
g
g
-
E
』

g
宮

Z
3
z
で
あ
ろ
う
。
蒙
古
遊
牧

る
の
も
、
年
代
を
正
し
い
と
す
る
限
り
オ
ル
ド
ス
で
は
な
い
。
記
巻
一
二
の
青
海
和
碩
部
の
最
後
に
は
察
寧
諾
伺
汗
が
青
海
二
十
九
旗
と
と
も

(
五
〉
一
一

O
頁
。
第
五
代
ダ
ラ
イ
が
ト
パ
タ
イ
ジ
に
贈
っ
た
稽
披

1
『

Z
乞
に
盟
を
構
成
す
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

Z
ロ

VEP
神
宮
乞
枇
の
前
半
を
太
宗
の
呈
目
誇
と
す
る
が
、
理
解
で
き
な
い
。
ハ
一
一
二
)
一
九
六
頁
。
二
ハ
ム
ハ
七
年
の
メ
ル
ゲ
ン
部
落
の
圏
外
逃
亡
に
つ
い

2
0
一
三
八
頁
。
レ

1
・ハ
チ
エ
ン
〈
チ
ッ
ク
デ
ツ
ェ
ン
)
の
在
位
を
八
一
て
山
西
暁
西
総
督
慮
崇
峻
の
疏
言
が
議
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
「
且
有

七
|
八
三
六
年
と
す
る
が
、
八
一
五

l
八
四
一
年
が
正
し
い
ハ
佐
藤
長
「
ダ
ル
逃
番
鐙
敬
、
ロ
稽
」
云
々
と
あ
る
の
を
、
「
内
地
へ
逃
げ
込
ん
だ
若
干
の
部
人

マ
王
の
在
位
年
次
に
つ
い
て
」
史
林
第
四
六
各
五
続
、
昭
和
三
十
八
年
ー
が
あ
り
、
彼
等
は
恭
し
く
我
々
に
口
頭
で
述
べ
た
」
と
す
る
の
は
誤
で
あ
ろ

〈
七
〉
一
五
二
、
一
五
三
頁
。
と
も
に
寓
歴
と
あ
る
の
は
蔦
暦
が
正
し
い
。
ぅ
。
燈
敬
は
人
名
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

ハ
八
〉
一
五
三
頁
。
関
唱
s
ι
F
b
g
f
-
開

g
t
は
滋
頂
大
圏
師
で
あ
る
。
ハ
一
四
〉
二

O
O頁
。
関
S
-Z
E
U
ハ
干
都
台
士
ロ
〉
は

O
S
E
S】『蕊

(
九
)
一
占
ハ

O
頁
。
済
東
胡
土
克
閣
を

ω
S
E
同『
O勧
告
Z『
E
ま
た
は
〈
玄
寄
与
百
円
O
S
Z
F
で
あ
ろ
う
。
二
三
六
、
二
四
五
、
二
九
三
各
頁
の

河

v
e
z
b
a
E
Zコ
ロ
だ
と
す
る
が
、
多
分
後
者
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
出
血
ロ

-
Z
S
G
ハ
牢
都
台
吉
)
も
同
様
で
あ
る

ハ一

O
〉
一
七
三
頁
。
第
五
代
ダ
ラ
イ
停
に
出
て
く
る
照
宮
前
広
哲
三
五
〉
二

O
九
頁
。
第
五
代
ダ
ラ
イ
俸
に
出
て
く
る
、
東
南
チ
ベ

ッ
ト
に

n
r
z
ι
r
g
を
和
碩
承
津
親
王
に
嘗
て
る
の
は
正
し
い
が
、
関
宮
な
骨
唱
を
活
動
し
た
ダ
ラ
イ
ホ
ン
タ
イ
ジ
と
タ
シ
を
、
清
史
稿
藩
部
五
に
よ
っ
て
、
遠
頼

満
洲
語
。
oa国
間
宮
〈
愛
情
深
い
、
親
切
な
)
と
す
る
の
は
晶
画
ら
な
い
。
こ
れ
巴
闘
爾
と
そ
の
子
達
什
車
凌
合
士
口
に
嘗
て
て
い
る
。
こ
の
う
ち
合
吉
は
台
士
ロ
が

は
関
2
5間
宮
(
恩
津
を
受
け
た
)
と
し
て
初
め
て
「
承
津
」
に
一
致
す
る
。
正
し
く
、
清
史
稿
の
記
載
が
誤
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ァ
氏
は
ダ
ラ
イ
ホ
ン

ハ
一
一
)
一
七
七
頁
。
関
幽
宮

g
a
g闘
は
世
租
賞
品
開
順
治
十
年
夏
四
月
タ
イ
ジ
を
グ
シ
ハ
ン
の
第
六
子
〆
ラ
イ
パ
ト
ル
ハ
名
は
ド
ル
ジ
〉
と
す
る
の
で

丙
申
朔
の
僚
に
出
る
「
公
鴫
布
刺
」
と
同
一
人
で
あ
ろ
う
。

ω
ヨ
幽
は
氏
の
い
あ
る
が
、
外
藩
蒙
古
田
部
王
公
表
停
、
西
域
同
文
中
旬
蒙
古
遊
牧
記
と
も
に
、
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ダ
ラ
イ
バ
ト
ル
の
子
に
タ
シ
ツ
ェ
リ
ン
な
る
名
を
記
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
前
は
『
我
々
は
皆
郡
斉
爾
闇
汗
の
子
姪
で
、
窮
し
て
蹄
す
る
所
な
く
こ
こ
に
至
つ

掲
清
史
稿
の
「
多
爾
済
は

ω札
薩
克
貝
勤
朋
素
克
庇
札
勤
‘
ー

ω達
什
車
凌
合
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
噂
磁
丹
は
兵
を
遣
う
し
て
巴
ま
な
い
』
と
い
っ

吉、

ω伊
什
多
助
札
布
三
旗
の
租
で
あ
る
」
と
あ
る
の
を
、
ァ
氏
は
誤
解
し
た
た
」
こ
と
を
侍
え
て
い
る
。
ォ
チ
ル
ト
の
子
姪
た
ち
が
鋳
す
る
所
な
し
と
し
て

の
で
あ
ろ
う
。
遊
牧
記
に
よ
れ
ば

ωは
西
前
旗
、

ωは
西
後
旗
、

ωは
北
左
末
漫
塞
に
逃
れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
こ
の
と
き
既
に
勝
敗
は
決
し
、

旗
の
各
旗
長
で
い
ず
れ
も
ダ
ラ
イ
パ
ト
ル
の
曾
孫
で
あ
る
。
と
す
る
と
ダ
ラ
イ
オ
チ
ル
ト
は
敵
手
に
落
ち
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
郎
ち
遅
く
と
も
一
七
七
七
年

バ
ト
ル
は
そ
の
曾
孫
の
タ
シ
ツ
ェ
リ

γ
と
と
も
に
作
戦
活
動
し
た
こ
と
に
な
る
(
康
照
十
六
年
)
五
月
に
は
決
戦
は
移
っ
て
い
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ

が
、
そ
れ
は
如
何
に
し
て
も
無
理
で
あ
る
。
従
っ
て
ダ
ラ
イ
ホ
ン
タ
イ
ジ
を
ダ
れ
で
は
こ
れ
を
更
に
ど
こ
ま
で
遡
り
得
る
か
と
い
う
問
題
に
な
る
が
、
こ
れ
は

ヲ
イ
バ
ト
ル
に
と
る
限
り
、
こ
の
タ
シ
は
タ
シ
ツ
ェ
リ
ン
で
は
あ
る
ま
い
。
羽
田
氏
が
パ
ラ
ス
、
パ
ド
レ
ー
に
よ
り
、
雨
ハ

γ
の
決
戦
は
一
六
七
六
年
〈
康

(
一
六
)
二
三
四
頁
ロ
ジ
ュ
シ
ガ
ル
の
ガ
ル
ダ
ン
と
オ
チ
ル
ト
ハ

γ
と
の
戦
照
十
五
年
〉
に
行
わ
れ
、
オ
チ
ル
ト
は
殺
さ
れ
た
と
し
て
い
る
こ
と
を
注
意
し

に
つ
い
て
、
事
組
寅
録
康
照
十
七
年
三
六
七
八
〉
八
月
庚
午
の
僚
の
情
報
た
い
(
羽
田
明
「
ガ
ル
ダ
ン
停
考
謹
」
東
方
皐
曾
創
立
十
五
周
年
記
念
東
方
皐

に
、
「
ガ
ル
ダ
ン
が
今
年
二
月
に
オ
チ
ル
ト
ハ

γ
を
殺
し
た
」
と
あ
る
の
に
よ
論
集
、
昭
和
三
十
七
年
、
二
二

O
頁
〉
。
私
は
羽
田
氏
の
指
摘
が
ほ
ぼ
正
し
い

り
、
一
六
七
七
l
七
八
年
に
オ
チ
ル
ト
は
殺
さ
れ
た
と
決
定
す
る
。
し
か
し
こ
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
聯
し
て
、
ァ
氏
自
身
が
引
い
て
い
る
新
し
い

れ
は
原
文
の
讃
み
違
え
で
、
寅
は
オ
チ
ル
ト
ハ
ン
の
属
下
か
ら
の
情
報
と
し
て
史
料
を
紹
介
し
よ
う
。
即
ち
ヴ
ァ
イ
ド
リ
ア
セ
ル
ポ
の
中
に
、
ツ
ル
チ
ム
ダ
ル

「
喝
悶
丹
は
既
に
都
斉
爾
闇
汗
を
殺
し
た
。
今
年
二
月
内
に
、
鴎
爾
丹
は
そ
の
ギ
ェ
(
ガ
ン
デ
γ
寺
第
四
十
五
代
座
主
)
の
事
療
を
述
べ
て
ハ
二
三
一
ニ
頁
〉
、

一
属
下
の
兵
に
物
資
を
準
備
さ
せ
て
そ
の
地
か
ら
起
兵
し
た
が
、
何
庭
に
行
っ
た
丙
辰
の
年
(
一
六
七
六
〉
に
第
五
代
ダ
ラ
イ
の
命
に
よ
り
、
(
オ
チ
ル
ト
)

か
は
分
ら
な
い
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
二
月
と
い
う
の
は
後
文
に
か
か
る
言
セ
チ
ェ
ン
ハ
ン
と
ガ
ル
ダ
シ
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
聞
を
-
調
整
す
る
た
め
に
オ
イ

葉
で
、
前
文
に
か
か
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
オ
チ
ル
ト
は
二
月
に
殺
さ
れ
ラ
l
ト
に
行
っ
た
:
・
:
セ
チ
ェ
ン
ハ
ン
は
打
敗
ら
れ
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
勢

た
の
で
は
な
く
て
、
よ
り
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
勿
論
ア
氏
は
賓
録
康
照
カ
は
絶
頂
に
達
し
た
。

十
六
年
五
月
甲
午
の
僚
の
、
「
噂
爾
丹
が
都
努
爾
園
汗
と
戦
い
、
そ
の
陣
獲
の
と
あ
り
、
事
件
が
一
六
七
六
年
に
起
こ
り
、
こ
の
年
に
結
末
を
見
た
こ
と
を

弓
矢
な
ど
を
一
帝
に
献
上
し
た
」
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
氏
は
こ
の
と
き
明
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

は
第
一
回
の
戦
で
、
更
に
績
い
て
同
書
康
照
十
六
年
十
月
甲
寅
の
僚
の
「
郭
斉
〈
一
七
)
二
六
五
頁
。
鴎
爾
丹
西
勤
園
を
チ
ベ
ッ
ト
史
料
に
よ
り
、
ガ
ン
デ

爾
園
汗
と
ハ
ル
ハ
の
士
謝
園
汗
が
礎
爾
丹
を
爽
攻
し
た
」
と
い
う
情
報
に
基
き
ン
寺
第
四
十
四
代
座
主
?
「
エ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
に
比
定
し
た
の
は
嘗
っ
て
い
る
。

第
二
回
の
戦
が
行
わ
れ
た
と
し
、
績
い
て
翌
年
二
月
に
オ
チ
ル
ト
は
死
ん
だ
と
こ
の
漢
名
は
蒙
古
語
。
色
色

g
a
s鳴
神
障
の
音
誇
で
、
チ
ベ

γ

ト
語
。
間
与

す
る
の
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
賓
録
の
同
じ
甲
寅
の
篠
に
は
、
甘
粛
提
督
張
勇

zsrvユ
官
の
雪
意
謬
と
考
え
ら
れ
る
。

ら
の
言
と
し
て
「
厄
魯
特
の
済
農
が
塞
漫
に
歪
り
救
済
を
求
め
た
が
、
済
農
ら
(
一
八
)
同
頁
。
ハ
ル
ハ
の
メ
ル
ゲ
ン
タ
イ
ジ
が
ア
プ
ホ
の
系
統
で
あ
る
こ
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と
が
、
註
三
九
で
詳
し
く
述
べ
ら
れ
る
が
誤
っ
て
い
な
い
。
メ
ル
ゲ
ン
タ
イ
ジ

(
墨
爾
根
台
士
口
〉
の
本
名
は
伊
達
木
〈
包
ω
ヨ
八
J
E
含
ヨ
で
ア
プ
ホ
の
玄
孫
に

嘗
る
(
遊
牧
記
巻
八
、
饗
呈
日
諾
顔
部
中
右
翼
末
旗
。
王
公
表
停
巻
六
九
、
一
了

表
。
同
巻
七
五
、
六
丁
表
)
。

(
一
九
〉
二
七
三
頁
。
ダ
ラ
イ
タ
イ
ジ
に
つ
い
て
註
六
四
で
、
シ
ル
イ
チ
ェ

チ
ェ
ン
ハ
ン
の
第
七
子

F
o
n
E円四
g
n
Z
U白
E
n
v
zロ
-
E品
目

n
Z
と
第
九
子

の
〉
ロ
吉
岡
山
由
ロ
白
E

U凹
n
EロO
ロ
聞
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
と
す
る
が
、
恐
ら
く

後
者
が
正
し
い
。
遊
牧
記
巻
九
、
車
臣
汗
部
中
前
旗
の
傑
に
碩
呈
汗
の
子
に
阿

南
達
が
あ
り
、
達
費
台
吉
と
稽
さ
れ
た
こ
と
が
出
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お

前
者
は
遊
牧
記
巻
九
、
車
臣
汗
部
右
翼
中
旗
の
僚
に
碩
呈
の
第
八
子
巴
特
璃
達

什
、
稽
崎
町
達
費
車
台
吉
と
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
人
物
の
名
は
右
の
ロ

ー
マ
字
名
と
一
致
し
な
い
が
、
恐
ら
く
ロ
ー
マ
字
名
〈
ア
氏
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に

よ
る
〉
の
方
が
誤
で
あ
る
。
遊
牧
記
の
詳
し
い
参
照
が
掌
ま
れ
る
黙
で
あ
る
。

(二

O
〉
二
八

O
頁
。
湾
労
園
河
は
清
十
三
排
園
、
七
排
西
二
に
お
い
て
、

ウ
リ
ヤ
ス
タ
イ
の
東
方
に
あ
る
斉
老
園
必
柱
。
-
曲
『
E
Z
Z
E
で
あ
ろ
う
。

(
二
一
)
同
頁
。
ト
ド
エ
ル
デ
ニ
は
遊
牧
記
巻
八
で
は
寮
一
音
諾
顔
部
右
翼
右

後
旗
の
租
で
あ
る
。
同
じ
く
コ
ン
ボ
ク
ン
ド
ゥ
レ
ン
ボ
シ
ョ
ク
ト
は
同
部
中
左

旗
の
-
組
で
あ
る
。

〈
二
二
)
二
八
一
頁
。
烏
爾
曾
河
は
、
十
三
排
園
、
七
排
東
一
で
ハ
ル
ハ
河

の
南
に
あ
る
烏
爾
揮
必
控
で
あ
ろ
う
。

〈
二
三
〉
二
九
三
頁
。
開

-
5
n
r
h
g
は
開
ユ
ロ
n
Z
八
m
z
n
r
g
で
あ
る
。

(
二
四
〉
二
九
八
頁
。
シ
ブ
ト
イ
ハ
タ
ン
バ
ト
ル
は
遊
牧
記
巻
七
で
は
、
土

謝
園
汗
部
右
翼
左
末
旗
の
錫
布
推
喰
坦
巴
園
魯
、
ナ
ム
ジ
ャ
ル
ト
イ
ン
は
同
じ

く
遊
牧
記
巻
九
の
車
臣
汗
部
左
翼
中
旗
の
納
木
札
動
、
稽
貌
額
爾
徳
尼
台
士
口
で

あ
る
。

(
二
五
)
二
九
九
頁
。
費
楊
古
は
ヨ
苫
話
回
目
。
昭
莫
多
は

T
『
z
s
a
o

(
林
、
森
)
で
あ
る
。
特
勤
爾
済
は
十
三
排
圏
、
七
排
西
一
に
よ
れ
ば
、
ケ
ル

レ
ン
河
の
支
流
に
特
勤
爾
集
必
柱
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
近
傍
に
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。〈

一
ヱ
ハ
〉
一
二

O
一
頁
。
註
一
に
羅
呈
エ
ム
チ
が
あ
る
が
、
羅
呈
は

FOE-〈

切

-o
偶『
O

聞
で
あ
ろ
う
。
三
一
一

O
頁
の
そ
れ
も
同
様
。

(
二
七
〉
三

O
二
頁
。
布
木
は

F
E〈
但

E
S
で
あ
ろ
う
。

(
二
八
)
三

O
三
頁
。
察
牢
托
羅

zr
は
原
文
の
察
竿
托
羅
海
の
-
誤
謬
で

あ
る
。
ア
氏
は
海
字
を
そ
の
ま
ま
湖
の
意
に
と
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
察
牢

托
羅
海
は
の
ミ

g
g
E『
巳
で
、
十
三
排
園
、
九
排
西
二
に
よ
れ
ば
青
海
の
東

南
岸
に
あ
る
小
湖
で
あ
る
。

(
二
九
)
=
二
七
頁
ま
た
は
一
四
九
頁
に
出
る
薩
克
薩
特
呼
里
克
は
、
十
一
一
一

排
圏
、
八
排
西
二
に
よ
れ
ば
、
ハ
ミ
の
東
北
東
に
あ
る
薩
克
薩
園
古
里
克
で
あ

ろ
う
。
ト
ゴ
リ
グ
同
O
『
2F旬、E
は
迂
回
路
の
意
で
あ
る
。

(三

O
〉一一一一一

O
頁
。
ボ
シ
ョ
ク
ト
ジ
ノ
ン
の
族
子
エ
ル
デ
ニ
タ
イ
ジ
と
い

う
の
は
、
遊
牧
記
巻
一
二
に
よ
れ
ば
、
グ
シ
ハ
ン
の
子
オ
ン
ボ
の
孫
那
木
礼
勤

で
あ
り
、
南
左
翼
末
旗
の
ジ
ャ
サ
ク
で
、
器
情
競
は
額
爾
徳
尼
で
あ
っ
た
。
ボ
シ

ヨ
ク
ト
ジ
ノ
ン
は
グ
シ
ハ
ン
の
第
五
子
イ
ル
ド
ヮ
チ
の
子
で
あ
る
か
ら
、
輩
行

か
ら
す
れ
ば
、
エ
ル
デ
ニ
は
確
に
族
子
で
あ
る
。

ハ
三
一
〉
同
頁
0

・吋守

E
・E
・2
V

(

杜
恩
喝
磁
)
は

U
S玄
『
八
の
円
山
口
宮

内
出
向
曲
『
、
〉
ム
守
司
E
-
gロ
は
〉
grι
曲ロ〈

M
N
a
r
g
gロ
で
あ
る
。

会
三
一
〉
三
二
一
頁
。
ア
氏
は
垂
臓
を
の
吉
田

Z
E見
ぜ
か
と
疑
う
が
、

n
r
g

rNE
で
あ
ろ
う
。
寺
名
の
温
都
孫
は

C
E
5
5
〈
河
理
邑
〈

J

「白
5
3
に

嘗
る
。〈

三
三
〉
三
二
五
頁
。
盆
楚
克
〈
ま
た
は
盆
素
克
〉
は

MMBロ同回目
Fn
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は

MME凹
白

ε.八回
MFEz-MO岡
田
で
疑
う
必
要
は
な
い
0

・

ー

Rf
S
2
が
正
し
い
。

(
三
四
〉
一
一
一
一
一
九
頁
。
青
海
の
〉
，

n
Z
Eロ
・
宮
切
S
Z『
〈
阿
脊
油
田
布
巴
以
上
、
細
部
に
わ
た
っ
て
、
誤
と
恩
わ
れ
る
も
の
、
不
充
分
と
窓
わ
れ
る
も

圃
爾
〉
は
前
左
翼
頭
旗
の
組
と
な
っ
た
エ
ル
デ
ニ
エ
ル
ケ

t
ク
ト
ネ
l
の
父
で
の
を
列
摩
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
感
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
ア
氏
が
満
洲
語
、
蒙

グ
シ
ハ

γ
の
第
三
子
ダ
ラ
ン
タ
イ
の
子
。
遊
牧
記
径
一
一
一
に
よ
れ
ば
褒
布
が
名
古
語
の
知
識
に
お
い
て
未
だ
し
の
感
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
ら
の
言

で
、
阿
斉
巴
圃
.
繭
が
稽
続
で
あ
る
。
た
だ
同
文
士
山
倉
一
七
に
よ
れ
ば
伊
費
巴
幽
語
の
知
識
が
充
分
で
あ
り
、
巧
に
そ
れ
ら
が
利
用
さ
れ
た
な
ら
ば
、
本
書
は
よ

爾
古
木
布
と
あ
り
、
伊
斉
に
帆
到
底
隠
す
る
蒙
古
鵠
は
呂
、
チ
ベ

γ

ト
綴
は

H
n
Z
り
精
密
な
内
容
と
な
り
得
た
で
あ
ろ
う
。
本
書
で
は
地
名
、
人
名
の
比
定
が
、

で

あ

る

。

こ

の

他

に

も

多

く

行

わ

れ

て

お

り

成

功

し

て

い

る

も

の

が

決

し

て

少

く

な

い

。

〈
三
五
)
同
頁
。
ダ
ラ
イ
ダ
イ
チ

γ
は
、
遊
牧
記
巻
一
二
に
よ
れ
ば
、
グ
シ
右
は
そ
の
う
ち
の
一
部
の
難
黙
を
あ
げ
た
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
ア
氏
は
漢
文
に

ハ
ン
の
第
六
子
ド
ル
ジ
の
子
で
西
前
旗
の
租
と
な
っ
た
策
旺
阿
刑
布
坦
で
、
そ
も
熟
達
し
て
い
る
ら
し
い
か
ら
、
皇
朝
藩
部
要
略
、
王
公
表
停
、
同
文
志
、
遊

の

稽

放

は

達

制

籾

戴

青

で

あ

る

。

牧

記

な

ど

も

こ

の

際

充

分

に

利

用

し

て

ほ

し

か

っ

た

。

全

慢

を

概

観

す

る

に

、

ハ
一
-
一
六
)
同
頁
。
エ
ル
ケ
バ
ト
ル
は
、
原
文
の
貫
録
康
照
四
十
五
年
七
月
笑
ア
氏
は
チ
ベ
ッ
ト
祭
者
と
し
て
の
基
礎
的
素
養
は
相
嘗
そ
な
え
て
い
る
よ
う
で

酉
の
篠
に
は
、
「
青
海
多
羅
郡
王
額
爾
克
巳
‘
倫
都
爾
故
」
と
あ
る
が
、
巴
前
都
あ
る
。
私
は
氏
の
経
歴
を
全
く
知
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
新
進
気
鋭
の
土
と
恩

爾
は
巴
瑚
珠
磁
の
誤
で
あ
ろ
う
。
遊
牧
記
袋
一
一
一
西
前
旗
の
僚
に
、
康
照
四
十
わ
れ
る
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
困
難
な
分
野
に
進
出
し
て
優
秀
な
業
績
を
牧
め
た

五
年
に
額
爾
克
巴
耐
珠
闘
が
死
ん
だ
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
寅
銭
の
記
裁
と
こ
と
を
祝
福
し
た
い
。
氏
の
第
を
多
と
す
る
と
と
も
に
、
チ
ベ
ッ
ト
皐
界
に
大

一
致
す
る
。
と
す
る
と
前
項
ハ
三
五
)
の
ダ
ラ
イ
ダ
イ
チ
ン
の
子
で
あ
り
ェ

.き
な
貢
献
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
皐
界
の
た
め
に
心
か
ら
慶
ぶ
も
の
で
あ
る
。

ル
ケ
λ
ト
ル
で
は
な
く
て
エ
ル
ケ
パ
ル
ジ
ヨ
ル
何
時
宮
E
C
C
円
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